
三次市地域公共交通網形成計画策定に向けた業務の進め方（概要版）

 

１．業務の基本的な考え方 

現状の公共交通の効率化や交通空白地域の解消につながる地域公共交通サービスの検討，持続可能 

な公共交通体系を確立するためバス路線等の評価基準の設定を行うとともに，本計画による住民自

治組織と連携した生活移動支援，まちづくりの支援につながる交通施策の実現を目指す。 

 

２．業務の流れ 

1）現況把握，及び問題抽出・検証・整理 

①地域特性の整理 

  人口・高齢化の状況等のデータやまちづくり計画等の資料を用いて，本市における地域の現状や 

問題点，地域の将来像について整理を行う。 

②交通特性の整理 

  本市の交通に関するデータ等を集め，整理してまとめて分析を行う。 

③市民等のニーズ把握 

③-1住民組織ヒアリング調査 

全住民自治組織を対象にヒアリング調査を実施（住民自治組織の場所は別紙地図のとおり） 

③-2地域団体等ヒアリング調査 

地域の NPO 団体へのヒアリング調査を行う。 

③-3関連機関へのヒアリング調査 

交通事業者，民生委員，医療機関へのヒアリング調査により，地域の現状や交通問題等を把握す  

る。 

③-4 既存アンケート調査等の整理・分析 

これまでに本市において実施したアンケート調査のうち，市民意識や日常生活実態などが確認で

きる調査結果を再整理し，市民生活に関する特徴や交通の満足度などを分析する。 

④市街地循環バス「くるるん」利用者動向調査 

 ルート変更後ヒアリング等の調査を行っていない「くるるん」の調査を行い，利用実態等を把握 

する。 

2）現況課題の抽出 

現況把握の結果を踏まえ，地域の将来像等，まちづくり（地域の生き残り）の視点を踏まえた上

で，地域公共交通の維持・活性化に係る課題を抽出する。 

3）形成計画の検討 

①現行計画の事業検証 

「三次市地域公共交通総合連携計画」期間内の運行事業に対して，主に「経済性」「効率性」「有

効性」の視点で検証・評価する。 

②基本的な考え方・整備方針の検討 

本市における将来に向けた地域づくり（本市の将来像）を前提として，市民生活を支援でき，か

つ持続可能な地域公共交通網の形成に向けた基本的な考え方を検討する。 

本市の将来像については，既存の関連計画や，現在検討中の「人口ビジョン・総合戦略」などと
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整合を図るとともに，特に旧町エリアにおける急激な人口減少（過疎化）を視野に入れて，地域

の生き残りを移動面から支援することを念頭におく。 

また，形成計画における生活交通づくりの基本的な考え方（基本コンセプト）は，「三次市地域

公共交通総合連携計画」の考え方を踏襲することを基本とする。 

《連携計画の基本コンセプト》 

 
 

③必要な事業や実施主体の検討 

本市の地域公共交通の現状や課題を踏まえて必要な事業や実施主体を検討する。 

④数値目標や評価手法の検討 

利用率等をもとに数値目標を設定するとともに，計画事業が着実に実行され，かつ効果が出現す

るようにＰＤＣＡの仕組みを検討する。 

その際，各事業は勿論，形成計画自体も見直しできる仕組みとする。 

⑤スケジュールの検討 

形成計画に掲げた計画事業の実施スケジュールを検討する。  

⑥とりまとめ 

上記までの検討結果を，形成計画（素案）として編集・とりまとめを行う。 

4）パブリックコメントの実施：【２月上旬頃を予定】 

   形成計画（素案）について，広く市民に意見を求める（三次市ホームページ，広報等でＰＲ） 

5）形成計画の策定 

 

３．スケジュール 

 

業 務 種 別 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

計画準備 
        

1）現況把握，問題

抽出・検証・整理 

        

2）現況課題の整理 
        

3）形成計画の検討 
        

4）パブリック 

コメント 

        

5）形成計画の策定 
        

 

みんなで守り みんなで育てる 地域（ふるさと）の公共交通 



別　紙


